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ぽけっと・ぱれっとクラブ通信  
                           こども発達支援センターぽけっとクラブあしかが 

                                                       ぱれっとクラブあしかが 

  あけましておめでとうございます。新しい一年が、お子様と保護者の皆様にとって、笑顔あふれる年に 

なりますよう職員一同お祈り申し上げます。 

  今年度ぽけっとクラブあしかがでは、保護者同士の交流会や食事支援事業を行いました。 

 また、ぱれっとクラブあしかがでは講師を招いてサッカー教室を行いました。普段の療育とは違う姿を見 

 ることができ、有意義な時間を過ごすことができました。 

  今後も、保護者の皆様と共に、少しずつ成長していくお子さんたちの姿を一日一日大切に見守っていき 

 たいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

参考図書 「ことばをはぐくむ」ぶどう社 中川信子著

 

             

     

 

 

「ぽけっとクラブあしかが」「ぱれっとクラブあしかが」を利用するには？ 

 

 「ぽけっとクラブあしかが・ぱれっとクラブあしかが」を利用するには、足利市が発行する受給者証が必要です。 

「ぽけっとクラブあしかが」に併設されている「相談支援事業所なかよし」では、受給者証の申請のお手伝いを

させていただきますので、下記までお気軽にご連絡ください。 

      住所：足利市東砂原後町１０７２番地 総合福祉センター２階 

      TEL：０２８４－４４－７２８８ 

左の図は脳の働きと「ことば」の力を関連させ

た「ことばのビル」です。「ことばを話す力」は「こ

とばのビル」の最上階。ビルを建てる時と同じよ

うに、ことばも 1階から順番に上へ重ねていきま

す。 

ことばをつかさどる大脳は、ことば以外にもか

らだの動き、こころの動きに関する働きがあり、

全部関係してはじめてことばになるのです。「から

だ作り」「こころ育て」がとても大切になります。

ことばが出てこない。言えることばが少ないと心

配になりますよね。まずは土台作りから育んで行

きましょう。 

そして、分かることばが増えてきても「自分の

気持ちを伝えたい！知らせたい！」と言う気持ち

がなければ言えることばにはなりません。一番大

切なのは「伝えたい気持ち」を育てること＝周囲

の大人が良い聞き手であることです。 

～ことばの広場～ ことばのビルを建てよう！ 



                                                                     

～ぽけっとクラブの様子（食事支援事業＆研修会）～ 

 

 

 

～ぱれっとクラブの様子～（ぱれっと広場） 

 

   

ぱれっとクラブあしかがでは、保護者交流もはかって、年に６回ぱれっと広場を開催しています。普段の療

育では会わないお友達とも一緒に遊んだり運動をしながら、自分のペースで楽しく活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 8月に保護者交流会と食事支援事業を行い

ました。交流会では、保護者間で意見や情報

交換をすることができました。交流会の間

は、お子さんたちを預かり食事支援事業を行

いました。 

皆さん、お弁当箱に入ったおにぎりやおか

ずを美味しそうに食べていました。 

 児童発達支援センターとして、中核的役

割を担うために、当事業所主催の支援者向

け研修会を１０月に開催しました。今回は

言語聴覚士による講話とグループごとの

ディスカッションを行いました。 

 地域全体の支援の質を向上するために、

今後も行う予定です。 

今年度は年に２回、サッカーのコーチを

お招きし、運動遊びを行いました。コーチ

と一緒に走り、サッカーボールを使って体

を動かしました。また、コーチとこども達

でシュート対決をし、大変盛り上がりまし

た。 

夏祭りでは、金魚すくいを行いまし

た。サイコロを振って数字や丸の数を

数えながら、楽しくすくうことができ

ました。他には的当てやくじらのうち

わ作りをしました。保護者同士で会話

が生まれるきっかけになっていまし

た。 


